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新
興
技
術
で
揺
ら
ぐ
核
抑
止
力

ケ
ネ
ディ
の
予
言
、
再
び

　

今
か
ら
4
年
前
の
2
0
2
1
年
10
月
1
日
、
中
国
が
原
子
力
潜
水

艦
基
地
を
置
く
海
南
島
近
海
の
南
シ
ナ
海
で
、「
海
の
高
級
ス
ポ
ー

ツ
カ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
米
海
軍
の
シ
ー
ウ
ル
フ
級
攻
撃
原
子
力
潜
水

艦
「
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
」
が
海
山
に
衝
突
し
た
。
中
国
沿
岸
で
情
報

収
集
な
ど
の
特
殊
任
務
を
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
乗
組
員
11
人
が

肩
甲
骨
を
折
る
な
ど
負
傷
し
た
。
か
ろ
う
じ
て
自
力
航
行
が
可
能

だ
っ
た
た
め
、
2
9
0
0
㌔
離
れ
た
グ
ア
ム
基
地
に
向
か
っ
た
。
現

在
も
修
理
中
で
、
復
帰
は
26
年
以
降
に
な
り
そ
う
だ
。

　

事
故
原
因
は
、
海
図
が
不
十
分
な
海
域
、
そ
れ
も
水
深
が
1
5
0

㍍
～
2
0
0
㍍
と
浅
い
海
に
も
関
わ
ら
ず
、
高
速
航
行
す
る
な
ど
注

意
義
務
を
怠
っ
て
い
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
も
、
ソ
ナ
ー
員
が
海
図

と
は
一
致
し
な
い
情
報
を
感
知
し
て
上
司
に
報
告
し
た
も
の
の
、
士

官
の
怠
慢
で
そ
れ
が
艦
長
に
届
か
な
か
っ
た
と
い
う
失
態
も
重
な
っ

た
。
責
任
を
問
わ
れ
、
艦
長
や
副
長
ら
が
解
任
さ
れ
た
。

　

実
は
05
年
1
月
に
も
太
平
洋
で
同
様
の
事
故
が
起
き
て
い
る
。
グ

ア
ム
基
地
南
方
5
6
3
㌔
の
海
域
で
、
水
深
1
6
0
㍍
を
全
速
で
航

行
中
の
米
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
級
攻
撃
原
潜
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
」
が
、

こ
れ
ま
た
海
図
に
載
っ
て
い
な
い
海
山
に
激
突
し
た
。
1
3
7
人
の

海
を
透
明
に
す
る

第5回

会あ
い

川か
わ

　
晴は

る

之ゆ
き

（
毎
日
新
聞
客
員
編
集
委
員
）
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乗
組
員
の
う
ち
1
人
が
死
亡
、
97
人
が
負
傷
す
る
惨
事
と
な
っ
た
。

ソ
ナ
ー
な
ど
が
詰
ま
る
潜
水
艦
前
部
が
大
破
し
た
が
、
自
力
航
行
し

て
基
地
に
戻
っ
た
。

海
よ
り
月
の
地
図
が
詳
し
い

　

こ
ん
な
事
故
が
相
次
い
だ
の
は
、
正
確
な
海
図
が
な
い
た
め
だ
。

解
像
度
が
1
0
0
㍍
ほ
ど
の
正
確
な
海
図
の
作
製
に
は
、
水
上
艦
を

測
量
海
域
に
送
り
海
底
に
音
波
を
あ
て
る
必
要
が
あ
り
、
費
用
と
時

間
が
か
か
る
。
さ
ら
に
、
係
争
地
域
で
は
妨
害
行
為
も
頻
発
す
る
。

例
え
ば
、
人
工
島
を
築
く
な
ど
中
国
に
よ
る
要
塞
化
の
動
き
が
続
く

南
シ
ナ
海
で
は
、
中
国
船
が
米
観
測
船
の
測
量
を
執
拗
に
妨
害
し
て

い
る
。
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、
海
底
の
約
8
割
が
未
調
査
の
ま
ま

お
か
れ
て
い
る
。

　

海
は
海
洋
学
者
が
活
動
す
る
場
で
も
あ
る
。
今
年
も
南
米
チ
リ
沖

の
太
平
洋
で
2
6
8
1
㍍
と
1
5
9
1
㍍
の
高
さ
の
海
山
二
つ
を
海

洋
観
測
船
が
見
つ
け
る
な
ど
、
毎
年
の
よ
う
に
海
山
（
丘
）
を
見
つ

け
て
い
る
。
1
0
0
0
㍍
以
上
の
高
さ
が
あ
る
海
山
は
世
界
に
4
万

以
上
あ
る
と
言
わ
れ
、
今
後
、
調
査
が
進
め
ば
10
万
を
超
す
と
言
わ

れ
る
。
そ
の
多
く
は
ま
だ
海
図
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
海
洋
学

者
は
、
世
界
中
の
海
底
図
を
5
～
10
年
か
け
て
作
製
し
「
海
を
可
能

な
限
り
透
明
に
す
る
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。
た
だ
、現
時
点
で
は
、

「
月
面
の
方
が
海
底
よ
り
も
詳
し
い
地
図
が
あ
る
」
状
況
に
あ
る
。

　

海
の
中
は
レ
ー
ダ
ー
や
G
P
S
な
ど
が
届
か
ず
、
音
だ
け
が
頼
り

南シナ海で衝突事故を起こし、米西海岸ワシントン州の造船所で修理中の米攻撃原
潜「コネティカット」＝2023年 9月、米国防総省提供
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の
世
界
と
な
る
。
米
ソ
両
国
は
敵
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
潜
水
艦
の

静
粛
化
に
努
め
、
雨
や
波
、
海
流
な
ど
の
自
然
現
象
に
よ
る
音
や
、

貨
物
船
の
航
行
な
ど
で
生
じ
る
雑
音
の
影
に
隠
れ
よ
う
と
努
め
て
き

た
。
潜
水
艦
は
、
透
明
と
は
言
え
な
い
海
の
特
性
を
最
大
限
に
活
用

す
る
こ
と
で
ス
テ
ル
ス
性
を
享
受
し
て
き
た
兵
器
と
言
え
る
。

　

米
ソ
は
東
西
冷
戦
中
、
熱
心
に
潜
水
艦
を
探
し
出
す
技
術
開
発
に

取
り
組
ん
だ
。
対
潜
ヘ
リ
や
対
潜
哨
戒
機
な
ど
か
ら
海
中
に
ソ
ノ
ブ

イ
を
投
下
し
、
潜
水
艦
の
音
を
集
め
る
手
法
が
一
般
的
だ
。
だ
が
、

音
は
水
温
や
塩
分
濃
度
な
ど
に
よ
っ
て
伝
わ
る
速
度
や
方
向
が
変
わ

る
厄
介
な
性
質
を
持
つ
。
海
面
近
く
の
表
層
水
は
、
太
陽
光
を
浴
び

て
午
後
に
な
れ
ば
温
度
が
上
が
り
、
音
が
遠
く
に
伝
わ
り
に
く
く
な

る
。
潜
水
艦
の
探
知
が
難
し
く
な
る
現
象
は
「
午
後
効
果
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
。

　

一
般
的
に
、
海
は
表
層
は
水
温
が
高
く
、
潜
る
に
つ
れ
て
水
温
が

下
が
る
。
だ
が
、
必
ず
し
も
き
れ
い
な
勾
配
を
描
き
な
が
ら
温
度
が

下
が
っ
て
い
く
わ
け
で
は
な
い
。
水
温
が
急
激
に
低
く
な
る
「
水
温

躍
層
」
と
呼
ば
れ
る
層
が
あ
り
、
音
は
そ
れ
に
ぶ
つ
か
る
と
屈
折
す

る
。
潜
水
艦
の
場
所
を
「
突
き
止
め
た
」
と
思
っ
て
も
、
実
際
に
潜

水
艦
が
居
る
場
所
は
そ
こ
と
は
ず
れ
て
い
る
こ
と
が
多
々
あ
る
な

ど
、
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
。
潜
水
艦
乗
り
は
、
こ
の
水
温
躍
層
を

使
っ
て
敵
の
目
か
ら
潜
水
艦
を
隠
す
。
潜
水
艦
を
「
狩
る
」
側
は
、

そ
う
し
た
海
や
音
の
特
性
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
、
長
年
、
音
を
頼
り

に
潜
水
艦
を
追
い
続
け
て
き
た
。
取
材
に
応
じ
た
自
衛
隊
の
潜
水
艦

横須賀基地に入港した米攻撃原潜「コネティカット」。衝突事故当時も、日本に向け
て航行中だった＝2021年 7月、米国防総省提供
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の
元
艦
長
は
「
い
ず
れ
は
A
I
な
ど
に
置
き
換
わ
る
時
代
に
な
る
か

も
知
れ
な
い
」
と
前
置
き
し
た
上
で
、
現
在
は
「
経
験
と
勘
が
頼
り

の
匠
の
世
界
」
と
話
し
た
。

　

冷
戦
時
代
、米
国
は
こ
の
「
匠
の
世
界
」
に
技
術
力
で
挑
も
う
と
、

世
界
の
海
に
音
響
監
視
シ
ス
テ
ム
（
S
O
S
U
S
）
を
張
り
巡
ら
し
、

ソ
連
の
原
潜
を
探
知
し
て
追
尾
す
る
態
勢
を
築
こ
う
と
し
た
。
そ
の

試
み
は
あ
る
程
度
成
功
し
た
。
一
方
、
原
潜
が
通
航
す
る
海
域
に
同

盟
国
や
友
好
国
を
持
た
な
か
っ
た
ソ
連
は
、
こ
の
よ
う
な
セ
ン
サ
ー

網
を
築
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
米
原
潜
の
居
場
所
を
突
き
止
め

る
ま
で
に
は
至
ら
ず
、潜
水
艦
発
射
型
弾
道
ミ
サ
イ
ル
（
S
L
B
M
）

を
積
む
米
海
軍
の
戦
略
原
潜
（
S
S
B
N
）
は
野
放
し
状
態
に
あ
っ

た
。
ソ
連
か
ら
見
れ
ば
、米
国
の
S
S
B
N
は
「
無
敵
艦
隊
」
と
映
っ

た
。

　

冷
戦
終
結
後
も
大
状
況
は
変
っ
て
い
な
い
。
米
軍
は
現
在
、
相
手

か
ら
の
攻
撃
を
最
も
受
け
に
く
い
理
想
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
位

置
づ
け
て
い
る
S
S
B
N
に
戦
略
核
兵
器
の
6
割
を
配
備
し
て
い

る
。
S
S
B
N
1
隻
に
載
る
核
ミ
サ
イ
ル
の
破
壊
力
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
で
使
わ
れ
た
全
弾
薬
の
数
倍
の
威
力
に
達
す
る
。有
事
の
際
、

わ
ず
か
1
隻
で
も
撃
ち
漏
ら
せ
ば
世
界
は
滅
び
か
ね
な
い
。
米
海
軍

は
12
隻
の
S
S
B
N
を
保
有
し
、
太
平
洋
と
大
西
洋
で
哨
戒
を
続
け

て
い
る
。

揺
ら
ぐ
「
無
敵
」
伝
説

　

長
年
続
い
て
き
た
戦
略
原
潜
の
「
無
敵
」
伝
説
が
、
い
ま
、
急
速

な
新
興
技
術
の
発
展
で
揺
ら
ぎ
は
じ
め
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
音
だ

け
が
頼
り
だ
っ
た
海
の
世
界
に
、
新
技
術
を
使
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
非

音
響
セ
ン
サ
ー
技
術
を
送
り
込
も
う
と
し
て
い
る
。
分
析
速
度
や
精

度
が
飛
躍
的
に
向
上
す
る
技
術
革
新
も
同
時
並
行
で
進
ん
で
い
る
。

　

近
い
将
来
、
人
工
衛
星
や
、
空
、
海
上
、
海
中
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

ド
ロ
ー
ン
な
ど
に
搭
載
し
た
新
型
セ
ン
サ
ー
が
大
量
に
情
報
を
集

め
、
そ
れ
を
高
速
処
理
し
、
迅
速
な
対
潜
作
戦
を
実
施
す
る
世
界
が

実
現
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
人
工
知
能
（
A
I
）

と
誕
生
か
ら
今
年
で
1
0
0
年
を
迎
え
た
量
子
技
術
と
な
る
。

　

興
味
深
い
の
は
、
技
術
開
発
を
競
い
合
う
の
が
軍
や
軍
事
産
業
に

と
ど
ま
ら
な
い
と
い
う
実
態
だ
。海
底
資
源
探
査
を
目
指
す
企
業
や
、

海
洋
生
物
、
地
球
の
成
り
立
ち
を
探
る
海
洋
学
者
た
ち
。
海
水
面
の

上
昇
や
、
海
水
温
の
変
化
に
関
心
を
払
う
気
候
学
者
な
ど
が
重
要
な

プ
レ
ー
ヤ
ー
と
な
る
。
海
洋
学
や
気
候
変
動
は
い
ず
れ
も
観
測
デ
ー

タ
が
鍵
を
握
る
学
問
で
、観
測
に
使
う
セ
ン
サ
ー
類
や
分
析
機
器
は
、

軍
事
分
野
で
も
使
え
る
デ
ュ
ア
ル
ユ
ー
ス
性
を
持
つ
。

　

新
興
技
術
は
、
当
然
、
潜
水
艦
探
知
に
も
使
え
る
。
豪
州
の
研
究

者
は
20
年
、こ
う
し
た
技
術
を
駆
使
す
れ
ば
50
年
に
は
「
海
が
透
明
」

に
な
る
可
能
性
が
75
・
9
％
あ
る
と
の
分
析
結
果
を
公
表
し
て
い
る
。

そ
う
な
れ
ば
、
潜
水
艦
を
隠
す
の
に
最
適
だ
っ
た
海
は
、
戦
闘
領
域
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へ
と
一
変
す
る
。
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
創
業
者
の
ビ
ル
・
ゲ
ー
ツ
氏
は

「
私
た
ち
は
常
に
2
年
後
に
起
き
る
変
化
を
過
大
評
価
す
る
が
、
10

年
後
に
起
こ
る
変
化
を
過
小
評
価
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
新
興
技

術
の
実
現
や
普
及
に
は
あ
と
30
年
～
40
年
が
必
要
と
考
え
ら
れ
て
い

る
が
、
意
外
と
早
く
実
現
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

多
様
性
に
富
む
新
興
技
術

　

新
興
技
術
は
多
種
多
様
だ
。
潜
水
艦
の
航
行
に
伴
っ
て
生
じ
る
波

を
正
確
に
観
測
す
る
こ
と
で
、
潜
水
艦
の
位
置
や
速
度
、
進
む
方
向

な
ど
の
手
が
か
り
を
得
よ
う
と
す
る
技
術
の
開
発
が
進
む
。
長
さ

1
7
0
㍍
以
上
あ
る
米
最
大
の
原
潜
で
あ
る
オ
ハ
イ
オ
級
戦
略
原
潜

の
場
合
、
水
深
30
㍍
を
20
ノ
ッ
ト
の
速
度
で
航
行
す
る
と
海
面
に
15

㌢
の
表
面
波
が
生
じ
る
。
こ
れ
を
観
測
で
き
る
セ
ン
サ
ー
を
積
む
衛

星
や
航
空
機
、
ド
ロ
ー
ン
な
ど
を
使
え
ば
、
対
潜
作
戦
の
助
け
に
な

る
は
ず
だ
。

　

こ
の
分
野
で
最
も
進
ん
で
い
る
の
が
中
国
だ
。
に
わ
か
に
は
信
じ

が
た
い
が
、
報
道
ベ
ー
ス
で
は
6
G
技
術
を
基
盤
と
し
た
新
型
レ
ー

ダ
ー
を
海
上
で
実
験
し
、
23
年
ま
で
に
、
潜
水
艦
が
作
り
出
し
た
表

面
波
を
数
十
ナ
ノ
㍍
単
位
で
検
知
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
い

る
。
24
年
に
は
、
中
国
海
軍
工
程
大
学
の
研
究
者
ら
が
、
A
I
技
術

を
使
え
ば
潜
水
艦
の
航
跡
を
96
％
と
い
う
驚
異
的
な
精
度
で
検
知
で

き
る
と
い
う
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
表
面
波
の
検
出
は
極
め
て
難
し
い
と
の
指
摘
も
あ
る
。

米海軍の戦略原潜は長らく「無敵」の存在が続く。写真は、太平洋を哨戒中の戦略
原潜「ネバダ」に補給品を投下する米軍ヘリコプター＝米国防総省提供
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嵐
や
海
流
、
潮
汐
な
ど
自
然
現
象
の
ほ
か
、
ク
ジ
ラ
な
ど
の
生
物
に

よ
り
生
じ
た
も
の
と
潜
水
艦
の
航
跡
を
ど
う
や
っ
て
区
別
す
る
の

か
、
と
い
う
問
題
提
起
だ
。

　

潜
水
艦
側
に
は
対
応
策
が
あ
る
。
海
面
に
近
い
水
域
で
の
航
行
を

避
け
て
水
深
1
0
0
㍍
以
上
に
潜
り
、
さ
ら
に
速
度
を
5
ノ
ッ
ト
に

落
と
せ
ば
表
面
波
は
大
幅
に
減
る
。
オ
ハ
イ
オ
級
原
潜
の
場
合
、
こ

の
条
件
で
航
行
す
れ
ば
、
表
面
波
は
わ
ず
か
1
㍉
に
ま
で
減
る
。
ほ

と
ん
ど
の
潜
水
艦
は
、
水
深
1
0
0
㍍
以
上
に
ま
で
潜
る
能
力
が
あ

る
。
車
の
ス
ピ
ー
ド
違
反
を
検
知
す
る
技
術
が
進
歩
す
れ
ば
、
セ
ン

サ
ー
の
設
置
場
所
を
探
知
す
る
機
器
が
開
発
さ
れ
る
の
と
同
様
、
技

術
進
歩
に
は
必
ず
対
抗
策
が
あ
る
。
そ
の
典
型
例
と
言
え
る
か
も
し

れ
な
い
。

　

た
だ
、
潜
水
艦
の
後
方
に
で
き
る
表
面
波
よ
り
も
、
海
を
垂
直
に

揺
る
が
す
内
部
波
は
、
潜
水
艦
探
知
の
「
有
望
株
」
だ
と
の
指
摘
も

あ
る
。
夜
間
や
曇
天
で
も
観
測
で
き
る
合
成
開
口
レ
ー
ダ
ー
を
使
え

ば
観
測
で
き
る
。
た
だ
、
表
面
波
と
同
様
、
潜
水
艦
以
外
の
原
因
で

生
ま
れ
る
内
部
波
も
多
数
あ
り
、
そ
の
区
別
が
鍵
と
な
る
。

熱
感
知
セ
ン
サ
ー

　

潜
水
艦
の
航
行
に
よ
り
海
が
か
き
混
ぜ
ら
れ
、
下
層
の
冷
た
い
水

と
海
水
面
に
近
い
水
温
の
高
い
層
が
混
じ
り
合
い
水
温
に
変
化
が
生

じ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
周
辺
海
域
よ
り
も
「
冷
た
い
水
」

の
帯
は
、
時
に
数
㌔
に
及
ぶ
。
衛
星
や
航
空
機
、
ド
ロ
ー
ン
に
赤
外

線
セ
ン
サ
ー
や
マ
イ
ク
ロ
波
測
定
セ
ン
サ
ー
を
積
み
観
測
す
れ
ば
、

潜
水
艦
探
知
に
使
え
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

赤
外
線
セ
ン
サ
ー
は
、
敵
の
戦
闘
機
や
、
戦
車
な
ど
の
エ
ン
ジ
ン

が
放
出
す
る
熱
を
感
知
す
る
セ
ン
サ
ー
と
し
て
す
で
に
使
わ
れ
て
お

り
、
こ
れ
を
海
に
も
広
げ
る
取
り
組
み
と
言
え
る
。
た
だ
、
海
面
の

温
度
差
は
ご
く
わ
ず
か
に
と
ど
ま
る
。
潜
水
艦
の
航
行
速
度
に
よ
っ

て
異
な
る
が
、
5
ノ
ッ
ト
の
場
合
は
潜
水
艦
の
約
1
㌔
後
方
で
0
・

02
度
、
20
ノ
ッ
ト
の
場
合
は
0
・
0
0
5
度
と
さ
れ
る
。

　

原
潜
は
、
膨
大
な
熱
を
生
む
原
子
炉
を
動
力
に
使
い
、
絶
え
ず
温

排
水
を
外
部
に
排
出
し
て
い
る
。
周
辺
の
海
水
温
に
影
響
を
与
え
る

た
め
、
こ
れ
を
計
測
し
て
対
潜
作
戦
に
活
用
す
る
案
も
あ
る
。
氷
山

が
溶
け
、
表
層
の
海
水
温
度
が
低
い
北
極
圏
の
海
域
な
ど
で
は
潜
水

艦
が
出
す
熱
の
痕
跡
が
は
っ
き
り
と
わ
か
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

気
候
変
動
の
影
響
で
海
水
温
が
変
化
す
る
こ
と
で
、
潜
水
艦
探
知

に
影
響
が
出
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
析
が

あ
る
が
、
海
水
温
が
高
く
な
れ
ば
探
知
距
離
が
短
く
な
る
と
の
見
方

が
多
い
。
ロ
シ
ア
の
潜
水
艦
が
活
動
す
る
大
西
洋
や
、
中
国
の
潜
水

艦
の
活
動
拠
点
で
あ
る
南
シ
ナ
海
な
ど
で
は
探
知
が
難
し
く
な
る
と

の
指
摘
が
多
い
。
一
方
、
日
本
近
海
で
は
探
知
距
離
が
伸
び
る
と
さ

れ
る
。
原
潜
導
入
の
目
標
を
掲
げ
る
な
ど
潜
水
艦
開
発
に
熱
心
に
取

り
組
む
北
朝
鮮
の
潜
水
艦
探
知
が
容
易
に
な
る
な
ら
ば
、
日
本
に

と
っ
て
は
朗
報
と
な
る
。
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磁
気
セ
ン
サ
ー

　

潜
水
艦
は
巨
大
な
鉄
の
塊
で
あ
る
。
航
行
す
る
と
地
磁
気
や
重
力

に
わ
ず
か
な
乱
れ
が
生
じ
る
た
め
、
そ
れ
を
セ
ン
サ
ー
で
探
れ
ば
、

潜
水
艦
の
位
置
を
つ
か
め
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
か
ら
使
用
が
始

ま
っ
た
古
典
的
手
法
で
、
現
在
も
対
潜
哨
戒
機
が
磁
気
探
知
機

（
M
A
D
）
を
使
い
潜
水
艦
を
探
り
続
け
て
い
る
。

　

た
だ
、
セ
ン
サ
ー
の
精
度
が
上
が
れ
ば
上
が
る
ほ
ど
、
海
底
に
横

た
わ
る
沈
没
船
な
ど
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
し
ま
う
。
だ
が
、
量
子
技
術

な
ど
新
技
術
の
発
展
に
よ
り
、
こ
う
し
た
難
点
が
克
服
さ
れ
る
可
能

性
が
出
て
き
た
。

　

そ
の
ひ
と
つ
が
、
超
伝
導
量
子
干
渉
素
子
（Superconducting 

Q
uantum

 Interference D
evice

）、
略
し
て
S
Q
U
I
D
と
呼
ば

れ
る
高
感
度
の
磁
気
セ
ン
サ
ー
だ
。
地
磁
気
の
1
億
〜
10
億
分
の
1

と
い
う
極
め
て
微
弱
な
違
い
を
計
測
で
き
る
。
航
空
機
や
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
が
積
む
現
在
の
M
A
D
の
捕
捉
範
囲
は
数
百
㍍
に
と
ど
ま
る

が
、
S
Q
U
I
D
な
ら
6
㌔
に
ま
で
拡
大
す
る
。「
動
く
も
の
」
に

焦
点
を
絞
り
込
め
ば
、
沈
没
船
と
混
同
す
る
こ
と
は
減
る
は
ず
だ
。

　

こ
の
セ
ン
サ
ー
は
極
低
温
に
冷
却
す
る
必
要
が
あ
り
、
現
時
点
で

は
航
空
機
や
ド
ロ
ー
ン
な
ど
へ
の
搭
載
は
難
し
い
。
た
だ
、
沿
岸
部

に
は
配
備
で
き
る
た
め
、
自
国
の
領
域
近
く
に
潜
水
艦
や
艦
船
の
接

近
を
阻
も
う
と
す
る
接
近
阻
止
・
領
域
拒
否
（
A
2
/
A
D
）
戦
略

を
推
進
す
る
中
国
に
と
っ
て
は
魅
力
的
な
セ
ン
サ
ー
と
な
る
。

量
子
時
計

　
「
な
に
よ
り
も
重
要
な
の
は
量
子
時
計
だ
。
今
よ
り
2
桁
、
3
桁

も
優
れ
た
計
時
精
度
を
実
現
で
き
る
」。
20
年
3
月
に
開
か
れ
た
米

下
院
軍
事
委
員
会
公
聴
会
で
、
量
子
技
術
の
軍
事
利
用
を
問
わ
れ
た

グ
リ
フ
ィ
ン
国
防
次
官
（
当
時
）
は
、
こ
う
答
弁
し
た
。

　

量
子
技
術
の
応
用
範
囲
は
広
い
。
ス
パ
コ
ン
よ
り
も
高
速
処
理
が

可
能
と
な
る
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
、
絶
対
に
盗
聴
で
き
な
い
量

子
通
信
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
セ
ン
サ
ー
に
使
え
ば
、
磁
気
や
重

力
、
温
度
の
正
確
な
計
測
が
可
能
と
な
る
。
電
波
妨
害
な
ど
を
受
け

て
G
P
S
が
機
能
し
な
い
状
況
で
も
使
え
る
量
子
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
に
も
期
待
が
集
ま
る
。
正
確
に
時
を
刻
む
量
子
時
計
も
あ
る
。

米
中
英
仏
豪
な
ど
の
主
要
国
や
日
本
が
熾
烈
な
開
発
競
争
を
続
け
て

い
る
。

　

米
英
豪
3
カ
国
が
21
年
9
月
に
締
結
し
た
新
た
な
軍
事
同
盟

A
U
K
U
S
も
、
米
英
の
原
潜
を
豪
州
に
提
供
す
る
「
柱
1
」
と
、

量
子
技
術
な
ど
の
新
興
技
術
を
共
同
で
開
発
す
る
「
柱
2
」
の
2
本

建
て
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
軍
事
専
門
家
の
間
で
は
、
量
子
科
学
は

「
原
爆
誕
生
に
匹
敵
す
る
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
に
な
る
」
と
の
声

も
あ
が
っ
て
い
る
。

　

グ
リ
フ
ィ
ン
氏
が
指
摘
し
た
量
子
時
計
に
話
を
戻
そ
う
。
現
在
、

最
も
正
確
な
時
計
で
、
世
界
の
標
準
時
を
決
め
て
い
る
「
セ
シ
ウ
ム

原
子
時
計
」
よ
り
数
桁
も
正
確
な
時
間
を
計
測
で
き
る
。
セ
シ
ウ
ム
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原
子
時
計
は
3
0
0
0
万
年
に
1
秒
の
ず
れ
が
生
じ
る
が
、
量
子
時

計
は
3
0
0
億
年
で
1
秒
し
か
狂
わ
な
い
優
れ
も
の
だ
。
ビ
ッ
ク
バ

ン
で
誕
生
し
た
宇
宙
の
年
齢
は
1
3
8
億
年
。
量
子
時
計
は
そ
の
2

倍
以
上
と
い
う
は
る
か
悠
久
な
時
間
を
経
て
も
、
1
秒
の
誤
差
す
ら

生
じ
な
い
。

　

量
子
時
計
は
、
時
を
測
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
使

え
る
。
量
子
時
計
の
開
発
を
世
界
に
先
駆
け
て
手
が
け
て
い
る
東
大

工
学
部
教
授
で
理
化
学
研
究
所
の
主
任
研
究
員
で
も
あ
る
香
取
秀
俊

教
授
ら
の
グ
ル
ー
プ
が
19
年
4
月
に
量
子
時
計
を
使
っ
て
実
施
し
た

実
験
に
そ
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
。

　

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
で
の
実
験
は
、
地
上
と
地
上
4
5
0
㍍
の
部

分
に
、
そ
れ
ぞ
れ
量
子
時
計
を
置
く
こ
と
で
始
ま
っ
た
。「
重
力
の

強
い
と
こ
ろ
（
標
高
が
低
い
と
こ
ろ
）
で
は
時
は
ゆ
っ
く
り
進
む
」

と
い
う
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
一
般
相
対
性
理
論
が
正
し
い
こ
と
を

証
明
す
る
の
が
実
験
の
目
的
だ
。
理
論
通
り
な
ら
、
地
上
4
5
0
㍍

の
時
計
の
方
が
早
く
時
を
刻
む
は
ず
だ
。
結
果
は
、
地
上
4
5
0
㍍

の
方
が
1
日
に
「
10
億
分
の
4
秒
速
く
進
む
」
こ
と
を
観
測
し
た
。

標
高
ゼ
ロ
の
地
域
よ
り
、
標
高
8
8
4
8
㍍
の
エ
ベ
レ
ス
ト
の
山
頂

の
方
が
時
は
速
く
進
む
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
わ
ず
か

な
標
高
差
で
実
証
し
た
。

　

こ
の
話
を
聞
い
て
、
ス
ペ
イ
ン
の
画
家
サ
ル
バ
ド
ー
ル
・
ダ
リ
が

描
い
た
「
記
憶
の
固
執
」
と
い
う
名
画
が
頭
に
浮
か
ん
だ
。
ぐ
に
ゃ

り
と
曲
が
っ
た
時
計
が
、
砂
漠
の
枯
れ
木
に
ひ
っ
か
か
る
姿
が
描
か

米西海岸サンディエゴで開かれたAUKUS首脳会合後に会見する米英豪の首脳たち。
AUKUSは量子科学の活用にも焦点を当てている＝2023年 3月、米国防総省提供
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れ
た
あ
の
シ
ュ
ー
ル
な
絵
の
こ
と
だ
。
天
才
画
家
ダ
リ
は
、
同
時
代

を
生
き
た
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
一
般
相
対
性
理
論
に
触
発
さ
れ
て

「
時
空
の
ゆ
が
み
」
を
こ
の
絵
で
表
現
し
た
。
香
取
教
授
も
以
前
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
こ
の
絵
に
触
れ
な
が
ら
「
実
際
、
地
球
の
重
力
は

時
空
で
曲
が
っ
て
い
る
の
で
す
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

正
確
な
時
間
の
差
を
測
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
高
低
差
を
割
り
出

す
こ
と
が
で
き
る
。
理
論
上
、
1
㌢
の
高
低
差
で
も
計
測
で
き
る
量

子
時
計
の
可
能
性
は
、
時
計
以
外
の
分
野
に
も
広
が
っ
て
い
く
。
精

密
制
御
を
可
能
と
す
る
基
盤
技
術
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
精
緻
な

位
置
情
報
が
得
ら
れ
る
と
、
ミ
サ
イ
ル
の
精
度
が
上
が
り
、
航
空
機

や
船
舶
が
使
う
慣
性
航
法
装
置
に
ず
れ
が
生
じ
に
く
く
な
る
。

　

米
国
防
総
省
が
90
年
代
に
民
生
用
に
開
放
し
て
以
来
、
私
た
ち
の

生
活
は
G
P
S
な
ど
の
G
N
S
S
（
全
地
球
航
法
衛
星
シ
ス
テ
ム
）

の
時
代
に
突
入
し
た
。
カ
ー
ナ
ビ
や
ス
マ
ホ
の
ナ
ビ
を
日
常
的
に
使

う
ほ
か
、
航
空
機
や
船
舶
、
そ
し
て
ド
ロ
ー
ン
の
運
航
も
G
P
S
な

し
で
は
成
り
立
た
な
い
。

　

だ
が
、
そ
れ
が
一
変
す
る
事
態
が
起
き
始
め
て
い
る
。
22
年
か
ら

始
ま
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
を
機
に
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ

軍
は
互
い
に
G
P
S
を
電
波
で
妨
害
す
る
技
術
な
ど
を
多
用
し
た
た

め
、
戦
場
で
は
G
P
S
が
ほ
ぼ
ほ
ぼ
機
能
し
な
い
状
態
に
陥
っ
て
い

る
。
妨
害
電
波
に
よ
る
誤
誘
導
を
防
ご
う
と
、
ド
ロ
ー
ン
に
光
フ
ァ

イ
バ
ー
を
つ
け
て
「
有
線
」
で
飛
ば
す
手
法
も
登
場
し
て
い
る
。
だ

が
、
量
子
時
計
を
使
え
ば
、
G
P
S
を
頼
ら
ず
に
重
力
の
差
で
生
じ

る
時
の
ゆ
が
み
を
計
測
し
、
自
ら
の
位
置
情
報
を
正
確
に
把
握
で
き

る
よ
う
に
な
る
。

　

G
P
S
を
使
え
な
い
海
の
中
や
、
深
宇
宙
を
旅
す
る
探
査
機
で
も

活
用
で
き
る
。
潜
水
艦
は
現
在
、
時
に
海
水
面
に
近
い
位
置
に
上
昇

し
て
G
P
S
信
号
を
受
信
し
て
慣
性
航
法
装
置
を
微
調
整
す
る
作
業

を
繰
り
返
し
て
い
る
。
だ
が
、
量
子
時
計
を
導
入
で
き
れ
ば
、
敵
に

見
つ
か
る
危
険
が
増
す
海
面
に
浮
上
を
し
な
く
て
も
、
自
ら
の
位
置

を
き
ち
ん
と
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
重
力
の
差
で
、
周
辺
の
艦
船
や
潜
水
艦
の

位
置
を
特
定
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
軍
事
専
門
家
は

「
量
子
時
計
は
、
ソ
ナ
ー
よ
り
も
優
秀
な
『
目
』
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
」
と
予
想
す
る
。
量
子
時
計
を
応
用
す
れ
ば
、
潜
水
艦
を
追
い

か
け
る
側
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
潜
水
艦
側
に

と
っ
て
も
有
望
な
技
術
と
な
り
そ
う
だ
。

　

量
子
時
計
は
日
本
を
含
め
、
世
界
で
約
20
チ
ー
ム
が
開
発
を
手
が

け
て
い
る
。
今
春
に
は
、
島
津
製
作
所
が
東
大
・
理
研
チ
ー
ム
が
開

発
し
た
「
光
格
子
時
計
」
を
1
基
5
億
円
で
販
売
を
始
め
る
な
ど
、

い
よ
い
よ
実
用
化
の
時
代
に
突
入
し
つ
つ
あ
る
。
英
海
軍
も
今
年
か

ら
軍
艦
に
設
置
し
海
上
で
実
験
を
始
め
た
。
英
海
軍
高
官
は
「
今
後

数
年
間
で
G
P
S
と
量
子
技
術
を
併
用
し
、
運
用
上
の
優
位
性
を
確

保
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
小
型
・
軽
量
化
が
今
後
の
開
発
課
題
と

な
る
。

　

G
P
S
な
ど
外
部
情
報
に
頼
ら
ず
に
航
行
す
る
手
法
と
し
て
は
量
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米宇宙軍の無人スペースプレーンX37B。現在、新興技術のひとつである量子慣性セ
ンサーの実験に挑んでいる＝米宇宙軍提供

米宇宙軍が初実験に挑む量子慣性センサー＝米宇宙軍提供
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子
慣
性
セ
ン
サ
ー
も
あ
る
。
米
宇
宙
軍
は
今
年
8
月
末
に
打
ち
あ
げ

た
宇
宙
ス
ペ
ー
ス
プ
レ
ー
ン
X
3
7
B
で
、
初
実
験
に
挑
む
。
宇
宙

軍
は
「
純
粋
科
学
の
領
域
か
ら
抜
け
出
し
て
、
実
用
化
に
向
け
た
第

一
歩
を
踏
み
出
す
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

生
物
発
光

　

第
一
次
世
界
大
戦
終
結
間
際
の
1
9
1
8
年
11
月
9
日
、
地
中
海

と
大
西
洋
を
つ
な
ぐ
主
要
航
路
で
あ
る
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
沖
で
、
英
軍

艦
艇
が
海
の
中
が
光
り
で
包
ま
れ
る
不
思
議
な
情
景
を
目
に
し
た
。

「
水
中
に
何
か
が
居
る
に
違
い
な
い
」
と
判
断
し
て
攻
撃
、
ド
イ
ツ

の
U
ボ
ー
ト
「
U
34
」
を
撃
沈
し
た
伝
説
が
残
る
。
こ
の
撃
沈
劇
を

め
ぐ
っ
て
は
諸
説
あ
り
、
真
相
は
い
ま
な
お
不
明
だ
。
と
は
い
え
、

船
乗
り
の
間
で
は
、
世
界
各
地
に
「
光
る
海
」
が
あ
る
こ
と
が
広
く

知
ら
れ
て
い
る
。

　

原
因
は
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
だ
。
巨
大
な
潜
水
艦
な
ど
が
通
れ
ば
、
渦

鞭
毛
藻
類
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
物
理
的
な
刺
激
を
受
け
て
発
光
す

る
。
潜
水
艦
の
主
た
る
活
動
の
場
で
あ
る
水
深
50
㍍
～
1
5
0
㍍
、

北
緯
60
度
ま
で
の
大
陸
棚
水
域
に
多
く
生
息
し
て
い
る
。

　

冷
戦
中
、
米
ソ
は
と
も
に
こ
の
光
を
放
つ
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
研
究

を
重
ね
た
。
膨
大
な
デ
ー
タ
を
収
集
し
た
が
、
モ
ノ
に
な
ら
な
か
っ

た
。
た
だ
、
99
年
10
月
に
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ク
リ
ミ
ア
半
島
に
あ

る
研
究
所
か
ら
、
研
究
デ
ー
タ
を
流
出
さ
せ
た
と
し
て
、
4
人
の
研

究
者
が
逮
捕
さ
れ
た
事
件
も
あ
る
。
冷
戦
後
も
引
き
続
き
真
剣
に
検

海洋生物を使った対潜作戦のイメージ図。無人機や衛星などさまざまなプラット
フォームを同時に使う＝米国防高等研究計画局（DARPA）提供
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討
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　

米
国
で
「
こ
う
い
う
も
の
が
あ
っ
た
ら
良
い
な
」
と
い
う
技
術
の

開
発
を
得
意
と
す
る
米
国
防
総
省
の
研
究
機
関
で
あ
る
米
国
防
高
等

研
究
計
画
局
（
D
A
R
P
A
）
が
18
年
2
月
か
ら
海
洋
生
物
を
潜
水

艦
探
知
に
使
う
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
P
A
L
S
」
に
着
手
し
た
。
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
な
ど
の
発
光
生
物
の
ほ
か
、
大
き
な
鳴
き
声
を
出
す
エ

ビ
や
ス
ズ
キ
な
ど
の
「
発
声
」
生
物
を
使
う
試
み
だ
。
衛
星
か
ら
な

ら
、
瞬
時
に
数
千
平
方
㌔
に
及
ぶ
広
範
囲
な
海
を
観
察
で
き
る
。
光

る
海
域
を
見
つ
け
次
第
、
海
上
に
展
開
し
て
い
る
艦
船
な
ど
と
情
報

を
共
有
し
、
追
跡
・
監
視
態
勢
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

米
軍
は
、
ゼ
ニ
ガ
タ
ア
ザ
ラ
シ
の
ひ
げ
や
イ
ル
カ
の
研
究
な
ど
も

手
が
け
る
ほ
か
、
貝
に
も
注
目
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
第
二
次
世
界

大
戦
中
に
上
官
の
命
令
で
捕
虜
を
殺
害
し
、
戦
後
に
B
級
戦
犯
と
し

て
処
刑
さ
れ
る
主
人
公
を
フ
ラ
ン
キ
ー
堺
が
演
じ
た
「
私
は
貝
に
な

り
た
い
」
と
い
う
有
名
な
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
あ
る
が
、
貝
が
「
も
の

を
言
う
時
代
」
が
来
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

た
だ
、
生
物
が
太
陽
光
や
月
光
の
反
射
光
を
上
回
る
「
強
度
」
を

持
つ
光
を
発
す
る
の
か
。
発
光
は
潜
水
艦
通
過
に
起
因
す
る
の
か
、

そ
れ
と
も
ク
ジ
ラ
や
魚
の
群
れ
な
ど
に
よ
る
も
の
な
の
か
。
そ
れ
ら

を
区
別
す
る
の
は
難
し
く
、
課
題
も
多
い
。

ド
ロ
ー
ン

　

潜
水
艦
が
こ
れ
ま
で
「
匠
の
世
界
」
で
あ
り
続
け
て
き
た
の
は
、

海
図
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
デ
ー
タ
の
量
が
決
定
的
に
不
足
し
て

い
る
た
め
だ
。
デ
ー
タ
の
分
析
に
威
力
を
発
揮
す
る
A
I
と
い
え
ど

も
、デ
ー
タ
の
量
が
足
り
な
け
れ
ば
分
析
の
し
よ
う
が
な
い
。
だ
が
、

昔
と
違
い
現
在
は
多
種
多
様
な
ド
ロ
ー
ン
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
海

図
作
製
や
対
潜
哨
戒
作
戦
は
労
働
集
約
的
な
作
業
だ
っ
た
が
、
空
、

水
上
、
水
中
ド
ロ
ー
ン
に
「
〇
〇
の
よ
う
な
も
の
を
探
せ
」
と
い
う

課
題
を
与
え
れ
ば
、
不
満
も
言
わ
ず
に
探
し
続
け
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
を
き
っ
か
け
に
、
軍
事
の
世
界
は
物
量
戦

の
時
代
に
逆
戻
り
す
る
流
れ
に
あ
る
。
ド
ロ
ー
ン
は
安
価
で
大
量
生

産
が
可
能
。
使
い
捨
て
に
し
て
も
惜
し
く
な
い
た
め
、
危
険
を
冒
し

て
敵
に
接
近
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。
物
量
戦
に
は
ま
さ
に
う
っ
て

つ
け
の
兵
器
と
言
え
る
。

　

雲
や
降
雨
な
ど
の
影
響
を
受
け
ず
、
夜
間
で
も
画
像
撮
影
が
で
き

る
全
天
候
型
セ
ン
サ
ー
で
あ
る
合
成
開
口
レ
ー
ダ
ー
の
進
歩
も
目
覚

ま
し
い
。
以
前
は
静
止
し
た
も
の
し
か
撮
影
で
き
な
か
っ
た
が
、
今

は
動
く
も
の
を
撮
影
し
、
静
止
画
だ
け
で
な
く
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
も

作
製
で
き
る
。
衛
星
や
大
型
航
空
機
だ
け
で
な
く
ド
ロ
ー
ン
へ
の
搭

載
も
可
能
と
な
る
ほ
ど
小
型
化
が
進
む
。

勝
者
は
誰
か

　

新
興
技
術
は
、
対
潜
作
戦
で
日
米
に
大
き
く
遅
れ
を
と
っ
て
い
た

中
国
に
と
っ
て
、
一
発
逆
転
を
狙
え
る
重
要
な
ツ
ー
ル
と
な
る
。

A
I
分
野
で
30
年
に
は
世
界
1
の
座
を
目
指
す
中
国
は
、
量
子
技
術



— 77 —

アジア時報

な
ど
の
開
発
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
分
野
に
よ
っ
て
は
す
で

に
世
界
の
ト
ッ
プ
に
踊
り
出
て
お
り
、
米
欧
を
し
の
ぐ
可
能
性
が
あ

る
。

　

中
国
は
絶
対
に
盗
聴
で
き
な
い
超
秘
匿
通
信
を
可
能
に
す
る
量
子

通
信
で
世
界
に
先
行
し
て
い
る
。
世
界
に
先
駆
け
て
16
年
に
量
子
通

信
衛
星
「
墨
子
」
号
を
打
ち
上
げ
、
翌
17
年
に
豪
州
と
協
力
し
て
宇

宙
か
ら
地
球
ま
で
7
4
0
0
㌔
の
長
距
離
で
の
量
子
通
信
実
験
に
世

界
で
初
め
て
成
功
し
た
。

　

中
国
は
、
敵
の
艦
船
や
航
空
戦
力
が
沿
岸
に
接
近
し
、
行
動
す
る

こ
と
を
阻
止
す
る
「
接
近
阻
止
・
領
域
拒
否
（
A
2
/
A
D
）」
を

掲
げ
、
安
全
保
障
環
境
強
化
を
目
指
し
て
い
る
。
中
で
も
、
戦
略
原

潜
の
基
地
が
あ
る
海
南
島
の
周
辺
海
域
に
あ
た
る
南
シ
ナ
海
で
は
人

工
島
を
築
く
な
ど
、
こ
の
海
域
を
「
要
塞
」
に
仕
立
て
上
げ
る
作
業

を
続
け
る
。

　
「
鬼
ご
っ
こ
」
に
例
え
れ
ば
、
鬼
の
役
に
当
た
る
米
国
の
艦
船
や

攻
撃
原
潜
が
、
中
国
が
誇
る
戦
略
原
潜
を
見
つ
け
出
し
、
捕
ま
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
早
道
は
、
周
辺

海
域
へ
の
侵
入
を
阻
む
こ
と
。
艦
船
対
策
と
し
て
、
中
国
は
す
で
に

沿
岸
部
に
短
距
離
ミ
サ
イ
ル
網
を
築
き
上
げ
た
。
対
潜
用
に
は

S
O
S
U
S
に
似
た
海
中
セ
ン
サ
ー
網
の
整
備
を
進
め
る
な
ど
水
中

版
の
「
万
里
の
長
城
」
構
築
を
急
ぐ
。
そ
こ
に
、
新
興
技
術
を
使
っ

た
セ
ン
サ
ー
が
加
わ
れ
ば
、
防
御
網
は
さ
ら
に
充
実
す
る
は
ず
だ
。

　

攻
め
る
側
が
、
新
興
技
術
に
対
応
す
る
策
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

取
材
に
応
じ
た
軍
事
専
門
家
は
「
海
の
世
界
の
将
来
は
、
現
在
、
空

の
世
界
で
起
き
て
い
る
変
化
が
参
考
に
な
る
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

念
頭
に
あ
る
の
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
だ
。

　

開
戦
か
ら
3
年
半
を
越
し
た
戦
争
で
、
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
両

軍
と
も
防
空
シ
ス
テ
ム
を
強
化
・
充
実
さ
せ
た
。
こ
の
結
果
、
戦
闘

機
や
爆
撃
機
が
相
手
空
域
に
入
る
と
撃
墜
さ
れ
る
危
険
性
が
高
ま
っ

て
い
る
。
ロ
シ
ア
は
安
全
を
期
し
て
爆
撃
機
な
ど
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
空

域
に
は
入
れ
ず
、
敵
の
射
程
外
で
あ
る
自
国
領
空
か
ら
長
距
離
巡
航

ミ
サ
イ
ル
を
発
射
す
る
戦
術
を
と
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
大
量
の
ド

ロ
ー
ン
や
弾
道
ミ
サ
イ
ル
な
ど
複
数
の
種
類
の
攻
撃
兵
器
を
使
う
こ

と
で
相
手
を
か
く
乱
、
的
を
絞
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

過
去
最
大
の
参
加
数
を
記
録
し
た
今
年
9
月
6
日
夜
か
ら
7
日
未

明
に
か
け
て
7
時
間
半
に
及
ぶ
攻
撃
で
は
、8
1
0
機
の
ド
ロ
ー
ン
、

9
発
の
巡
航
ミ
サ
イ
ル
、
4
発
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
で
攻
撃
し
た
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
は
開
発
し
た
ば
か
り
の
迎
撃
用
ド
ロ
ー
ン
を
使
い
ロ
シ
ア

の
ド
ロ
ー
ン
1
5
0
機
を
撃
墜
、
そ
れ
以
外
の
防
空
シ
ス
テ
ム
で
多

く
の
ド
ロ
ー
ン
や
ミ
サ
イ
ル
を
撃
墜
し
た
。
だ
が
、
ミ
サ
イ
ル
を
含

め
て
約
60
機
を
撃
ち
漏
ら
し
た
た
め
、
少
な
く
と
も
4
人
が
死
亡
、

首
都
キ
ー
ウ
（
キ
エ
フ
）
の
首
相
執
務
室
や
政
府
機
関
が
入
る
ビ
ル

が
初
め
て
被
災
し
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
は
有
人
機
か
ら
無
人
機
の
移
行
が
急
速
に
進

む
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
空
は
海
に
先
立
つ
形
で
「
透
明
」
な

世
界
に
突
入
し
つ
つ
あ
る
と
も
表
現
で
き
る
。
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
が
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「
丸
裸
」
に
さ
れ
る
時

代
が
近
く
到
来
す
る
可

能
性
も
あ
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦

い
を
参
考
に
す
れ
ば
、

海
で
も
、
海
上
、
海
中

ド
ロ
ー
ン
を
大
量
に
投

入
す
る
手
法
が
有
効
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
。

た
だ
、
海
の
戦
い
は
空

の
戦
い
よ
り
複
雑
で
、

海
中
ド
ロ
ー
ン
を
同
じ

水
深
に
展
開
し
た
場

合
、
新
型
の
A
I
機
雷

な
ど
で
一
網
打
尽
に
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
各
階
層
に
無
人
機

を
配
備
・
運
用
す
る
キ

メ
の
細
か
い
運
用
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

有
人
の
艦
船
や
潜
水

艦
は
、
こ
う
し
た
ド

ロ
ー
ン
を
管
理
・
運
用

す
る
「
母
艦
」
の
役
割
に
徹
し
、
ミ
サ
イ
ル
な
ど
敵
の
迎
撃
兵
器
が

届
く
範
囲
外
に
配
置
す
る
手
法
が
あ
る
。
ロ
シ
ア
が
長
距
離
巡
航
ミ

サ
イ
ル
で
攻
撃
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
母
艦
に
も
、
長
距
離

攻
撃
用
の
ス
タ
ン
ド
オ
フ
兵
器
を
配
備
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

米
軍
は
近
い
将
来
、
駆
逐
艦
や
潜
水
艦
に
マ
ッ
ハ
5
以
上
の
極
超
音

で
飛
ぶ
最
新
鋭
の
ハ
イ
パ
ー
ソ
ニ
ッ
ク
兵
器
の
配
備
を
計
画
し
て
い

る
。

　

こ
の
ほ
か
、
新
興
技
術
を
使
っ
た
新
型
セ
ン
タ
ー
に
感
知
さ
れ
に

く
い
新
素
材
や
形
状
な
ど
の
開
発
が
進
む
。
海
が
「
透
明
」
に
な
っ

て
も
、
形
を
変
え
た
鬼
ご
っ
こ
が
続
く
可
能
性
が
あ
る
。

　

新
興
技
術
が
発
展
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
敵
の
本
陣
に
近
い
沿
岸

海
域
に
入
り
込
む
の
が
任
務
の
攻
撃
原
潜
は
、
現
在
よ
り
も
見
つ
か

り
や
す
く
な
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
作
戦
行
動
の
制
約
が
増
え
る
可

能
性
が
高
い
。

　

一
方
、
S
L
B
M
を
積
み
、
七
つ
の
海
を
自
在
に
航
行
す
る
能
力

を
持
つ
戦
略
原
潜
を
見
つ
け
る
作
業
は
、
依
然
と
し
て
「
干
し
藁
の

山
か
ら
針
を
探
す
至
難
の
業
」
と
い
う
状
況
が
続
く
と
の
分
析
も
多

い
。
ま
だ
い
く
つ
も
課
題
が
残
る
と
の
指
摘
だ
。
次
回
は
、
そ
れ
に

焦
点
を
当
て
る
。

�

＝
つ
づ
く

会川晴之（あいかわ・はるゆき）
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